
パ

常
的
に
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
利
用
し
や
す
い
料
金
の
設
定
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
料
の
減
額
・
免

除
に
つ
い
て
は
、
過
度
な
措
置
を
取
ら
な

い
よ
う
、
政
策
的
に
必
要
な
特
例
的
措
置

と
し
て
定
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
使
用
料
の
考
え
方
（
素
案
）
を

基
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
加
味
し
、
使
用

料
の
統
一
し
た
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

■
料
金
見
直
し
素
案
（
要
約
）

・
基
本
的
な
考
え
方

①
受
益
者
負
担
の
原
則

　

利
用
す
る
人
と
利
用
し
な
い
人
と
の
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
適
正
な

料
金
を
利
用
す
る
人
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

②
公
平
性
の
あ
る
料
金
体
系
の
整
備

　

類
似
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
料

金
体
系
（
時
間
単
位
、
単
価
）
を
統
一
す

る
こ
と
。
ま
た
使
用
料
算
定
に
当
た
っ
て

は
、
明
確
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
し
ま

す
。

③
減
額
や
免
除
基
準
の
見
直
し

　

利
用
者
負
担
の
原
則
に
よ
り
、
利
用
者

か
ら
等
し
く
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
政
策
的
に
必
要
な
措
置
に
つ
い

て
は
、
次
の
基
準
に
よ
り
使
用
料
の
減
額

や
免
除
を
認
め
ま
す
。
た
だ
し
、
過
度
な

措
置
を
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・
算
定
に
当
た
り
配
慮
す
る
事
項

　

新
た
な
料
金
は
、
現
行
の
料
金
の
２
倍

を
超
え
な
い
範
囲
で
設
定
し
ま
す
。
ま
た

市
民
の
利
用
頻
度
が
非
常
に
高
い
よ
う
な

地
区
公
民
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
料
金
に
よ
っ
て
利
用
率
が
大

幅
に
下
が
ら
な
い
よ
う
に
、
利
用
し
や
す

い
料
金
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

・
定
期
的
な
見
直
し
と
検
証

　

料
金
体
系
や
減
免
基
準
な
ど
に
つ
い
て

は
、市
の
政
策
や
市
民
意
識
に
よ
り
、日
々

変
化
す
る
も
の
で
す
。
定
期
的
に
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
、
見
直
し
の
期
間
は

原
則
３
年
ご
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
稼
働
率
や
利
用
状
況
な

ど
に
つ
い
て
も
検
証
を
行
い
、
施
設
の
統

廃
合
や
廃
止
も
視
野
に
入
れ
ま
す
。

■
施
設
の
使
用
料
を
適
正
化

　

市
に
お
け
る
公
の
施
設
の
使
用
料
は
、

合
併
前
の
料
金
体
系
が
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
料
金
を
区
分
す
る
時

間
の
単
位
や
、
料
金
単
価
が
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
同
じ
よ
う
な
施
設
で
も
、
料
金
体
系

に
違
い
が
あ
り
公
平
性
に
欠
け
て
い
て
、

市
の
一
体
性
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
現
在
は
、
施
設
ご
と
に
使
用
料
の

減
額
や
免
除
基
準
を
定
め
、
多
く
の
団
体

が
減
免
の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
利
用
件
数
や
稼
動
率
か
ら
は
少
な
い

使
用
料
の
収
入
と
な
り
、
施
設
の
維
持
管

理
経
費
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
経
費
の
資
金
は
、
利

用
者
か
ら
利
用
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ

る
使
用
料
と
、
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
で

賄
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
利
用
す
る

人
と
利
用
し
な
い
人
と
の
、
負
担
の
公
平

性
が
確
保
さ
れ
た
適
正
な
料
金
体
系
の
整

備
が
必
要
で
す
。

　

施
設
の
中
で
も
地
区
公
民
館
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
よ
う
な
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日

▲ソフトバレーボールを楽しむ皆さん（東野小学校の屋内運動場で）

▲

岩
村
公
民
館

使用料の考え方（素案）にご意見を
　市では、市民の意見を反映させるため、使用料の考

え方（素案）についての意見を募集します。素案は、

企画課、財務課、市中央図書館、本庁舎情報公開コー

ナー、各振興事務所で閲覧できます。市ウェブサイト

にも掲載しています。http://www.city.ena.lg.jp/

※閲覧期間は意見募集期間と同じです。

□募集期間　９月１日㈬～９月３０日㈭

□意見応募方法　閲覧場所にある所定の用紙や、本紙

に折り込みの「広報直通便」をご利用ください。通常

の広報直通便と区別するため、【使用料見直し意見】

などの見出しを記入し、投かんしてください。ファク

スやメールでも応募できます。

　　財務課財政係（内線３５７）思２５- ６１５０　糸 zaisei

@city.ena.lg.jp

公の施設の使用料

公
平
性
の
観
点
か
ら
ル
ー
ル
を
定
め
る

市
行
革
審
の
見
直
し
素
案
に
ご
意
見
を

　
市
行
財
政
改
革
審
議
会
で
は
市
長
の
依
頼
を
受
け
、
昨
年
１２
月
２１
日
に
開
催
し
た

会
議
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
、
公
の
施
設
の
使
用
料
見
直
し
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
使
用
料
の
基
本
的
な
考
え
方
や
料
金
設
定
、
統
一
的
な

減
額
や
免
除
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
審
議
。
施
設
の
利
用
者
の
受
益
と
市
民
負
担
に

配
慮
し
、
負
担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
使
用
料
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
定
で
「
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
た
だ
し
、
新
市
に
お
け
る
住
民
の
一
体
性

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
負
担
に
配
慮
し
、
負
担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
、

適
正
な
料
金
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
調
整
す
る
」
と
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
公
の
施
設
の
使
用
料
の
考
え
方
（
素
案
）
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
減
額
及
び
免
除
の
基
準
】

◆
免
除
（
使
用
料
、
冷
暖
房
料
、
付
帯
設

備
や
備
品
使
用
料
と
も
）

①
市
（
行
政
委
員
会
、
附
属
機
関
を
含

む
）
が
主
催
す
る
場
合
。

②
施
設
の
管
理
者
が
管
理
目
的
で
使
用

す
る
場
合
。

③
行
政
を
補
完
す
る
団
体
が
使
用
す
る

場
合
。

④
青
少
年
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
使
用
す
る
場
合
。

◆
５０
㌫
の
減
額
（
使
用
料
の
み
）

①
国
、
県
が
主
催
す
る
場
合
。

②
市
が
共
催
ま
た
は
後
援
す
る
場
合
。

③
公
共
的
団
体
が
使
用
す
る
場
合
。

④
市
が
推
進
す
る
市
民
三
学
運
動
に
寄

与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
が
使
用
す

る
場
合
。

◆
３０
㌫
の
減
額
（
使
用
料
の
み
）

①
公
益
上
必
要
な
活
動
と
認
め
ら
れ
る

場
合
。
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